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ビタミン D は骨粗繋症薬として広く使用されている。ビタミン D の骨密度増強効果は軽度で、あり、
骨密度に依存しない骨折抑制効果があると報告されている。その骨折抑制効果の理由として筋力増
強による転倒予防が考えられる。






(以下 D3 群)と非投与群(以下対照群)にランダムに分けた。 D3 群はアルファカルシドール製剤(1. 0 




戻す。この動作を 10 回繰りかえすD この運動を毎日 1 セット行うよう指導した。
4 ヶ月間の投薬と運動療法による介入の前後で背筋力・身体測定・血液生化学検査・骨代謝マーカ
ー・姿勢・脊椎可動性・腰椎骨密度・ QOL 評価点数(JOQOL) について検討を行った口
(結果)
研究参加者は、 107 名 (Intention-to-treat: 以下 ITT) であり両群の患者背景因子に有意差は認め
なかった。研究途中に 6 名が参加を撤回したo 4 ヶ月後に背筋力を計測できた参加者は 101 名で、あっ
た。その中で、服薬または背筋運動を 2/3 以上継続できなかった 7 名を除いた 94 名をプロトコール
の完遂できた参加者 (Per protocol: 以下 PP) とした。
ITT 解析と PP 解析において、 D3 群と対照群で、背筋力増加量に有意差を認、めなかった。背筋力増加
量を更に解析した結果、平均年齢で分けた検討をおこなうと、年齢 68 歳未満の症例は D3 群が有意
水準 5犯で対照群より背筋力増加量が有意に多い事が判明した。尚、 68 歳未満の D3 群、 68 歳以上の
D3 群と対照群の各群内で有意に背筋力は増加していた。
その他の項目において、腰椎前寄角の増加が有意に D3 群で、高かった。骨密度、 ]OQOL 点数は両群
内で有意に増加したが、両群間の比較では有意差は認められなかった。尿中 NTx は両群内で有意に
低下したが、両群聞の比較では有意差は認められなかった。 1 ， 25(OH)D は対照群内で有意に増加した
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が、両群聞の比較では有意差は認められなかった。 ]OQOL の項目を分けて検討した結果、「痛みJ r 日
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研究の要旨:本研究は、活性型ビタミン 03 製剤(以下 03)が閉経後骨粗繋症患者の背筋運動に及ぼす
影響を調べることにより、ビタミン D の筋力増強効果、骨代謝、姿勢や QOL へ与える影響を解明する事
を目的に行われた。 4 ヶ月間の閉経後骨粗懸患者の背筋運動訓練を行うと、全体で背筋力増加量に有
意差を認めなかったが、 68 歳未満の骨粗繋症患者では 03 投与群は対照群に比べて筋力増加量が有
意に高かったD 全体で腰椎前寄角の増加が 03 投与群で有意に高かったO 骨密度、血液生化学検査、




2 重盲検試験を行う必要がある。尚、介入期間が 4 ヶ月間と短いため、今後長期のフォローアップ。を行う
ことが期待される。
監蓋主:これまで、のビタミン D の介入研究において、筋力測定はもっは。ら大腿四頭筋力で行われており、
背筋力を測定した報告はない。又、ビタミン D と運動の介入研究ではバランス訓練と有酸素運動の報告
しか無く、背筋運動を介入した報告はない。この点において本研究は斬新さがある。
重要性:ビタミン D は骨粗索症薬として広く使用されているが、筋力増強効果がある事はあまり認識され
ていない。比較的若い骨粗緊症患者に投与することで背筋力増強効果が得られるとしづ本研究の結果
は、骨粗懸症性骨折の予防や骨粗懸症患者の健康増進に役立つ知見であり重要な研究であると言
える。
実験方法の正確'性:実験は周到に練られた計画のもとに行われ、再現性、正確性が高いと考えられる。
また、得られたデータの統計処理も適切になされており、信頼性の高い研究である。
表現の明瞭さ:これまでの問題点を明確に指摘し、研究目的、方法、実験結果、考察を簡潔、明瞭に記
載していると考える。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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